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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集

第 73 回実朝祭短歌大会　作品募集
神奈川県歌人会が 8月 9 日鶴岡八幡宮で開催する
短歌大会の作品を募集している。
【応募方法】ハガキに未発表の歌一首（一字空けには
□を記入）、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を楷書
で明記。〒248-0032　鎌倉市津1040-58　島晃子宛。
【締　　切】5 月 31 日（当日消印有効）
【出　詠　料】会員1000円、一般1500円（当日受付で支払い）
【　　賞　　】鶴岡八幡宮賞、鎌倉朝日賞など。
【問　合　せ】北島方☎ 080・1121・8000

はじめての太極拳
日　時：6 月 6・13・20・27 日　全4回 　9～11時
会　場：見田記念体育館（鎌倉市由比ガ浜 2丁目
　　　　13-21）ほか
参加費：無料／動きやすい服装、上履き持参
申　込：鎌倉市太極拳クラブ
　　　　電話 0467・24・8553　FAX 0467・23・1205
　　　　Eメール　chy0612@jcom.zaq.ne.jp
住所、連絡先電話番号、氏名、年齢をお知らせください。

　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

ウ
ソ
で
し
ょ
の
連
日
続
く
世
と
な
り
て
エ
イ
プ
リ
ル
フ
―
ル
は
死

語
と
な
り
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
現
実
と
の
対
比
が
効
い
た
歌
。
報
道
で
も
騒
が
な
く
な
っ
た
。

CD
の
封
を
切
る
の
も
も
ど
か
し
く
心
踊
り
て
聴
く
ブ
ラ
ザ
ー
ス
・

フ
ォ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

　
若
い
頃
か
ら
愛
し
た
曲
を
ま
た
聴
く
高
ま
る
気
持
ち
が
出
た
。

ゆ
っ
く
り
と
切
り
干
し
大
根
煮
る
あ
い
だ
推
敲
し
つ
つ
一
首
う
ま

れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

　「
切
り
干
し
大
根
煮
る
あ
い
だ
」
と
い
う
具
体
が
効
果
的
だ
。

亡
き
人
に
背
負
は
れ
て
ゆ
く
花
の
昼
大
き
な
白
い
船
を
見
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

ゆ
う
ぐ
れ
の
鎌
倉
山
の
バ
ス
停
に
ハ
ハ
ヨ
ハ
ハ
ヨ
と
梟
の
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

戸
を
繰
れ
ば
一
本
桜
の
ゆ
る
ぎ
な
く
白
き
衣
を
纏
ひ
て
お
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

音
信
不
通
と
な
り
た
る
友
と
入
院
中
の
わ
れ
と
が
見
て
い
る
春
の

雲
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

寺
の
背
の
山
か
ら
鶯
聞
こ
え
き
て
輪
唱
と
な
る
峰
か
ら
峰
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

「
Ａ
Ｉ
」
が
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
世
に
己
が
言
葉
で
一
首
を
ひ

ね
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

丸
四
年
の
ブ
ラ
ン
ク
越
え
て
再
開
の
第
九
の
歓
喜
世
界
に
響
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

前
の
日
の
雨
の
凄
さ
の
水
た
ま
り
地
な
ら
し
の
空
地
が
ま
る
で
池

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
盤
　
石
丸
　
迪
子

〈
天
〉
ね
ん
ご
ろ
に
包
丁
を
研
ぎ
桜
鯛
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
い
か
に
も
準
備
が
整
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
食
べ
物

の
季
題
は
美
味
し
く
作
る
の
が
基
本
。
正
に
桜
鯛
だ
か
ら
で
あ
る
。

〈
地
〉
自
転
車
の
少
女
の
笑
顔
ミ
モ
ザ
咲
く
　腰
越
　
吉
田
　
昭
子

　
俳
句
は
写
生
で
あ
る
が
、
ど
こ
へ
景
色
を
飛
ば
す
か
も
大
事
。

少
女
と
ミ
モ
ザ
が
響
き
合
っ
て
い
て
軽
や
か
な
作
品
。

〈
人
〉
花
種
を
蒔
き
し
木
箱
に
雨
し
づ
か
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

　
こ
の
季
題
は
現
在
よ
り
も
希
望
の
あ
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
今

は
木
箱
に
雨
だ
が
、
こ
の
雨
も
花
種
の
栄
養
素
だ
。

春
風
の
海
ま
で
抜
け
る
段
葛
　
　
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
こ
こ
は
他
の
季
題
の
風
で
は
な
く
、
春
風
。
段
葛
を
一
番
よ
く

伝
え
て
く
れ
る
場
所
だ
。

春
の
空
生
か
さ
れ
て
を
り
生
き
て
い
く
　
　
城
廻
　
横
山
　
初
恵

　
中
七
、
下
五
が
切
々
と
自
分
を
詠
っ
て
い
る
の
が
、
共
有
で
き

る
と
こ
ろ
。
春
の
空
も
晴
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　

大
仏
の
手
の
ひ
ら
さ
く
ら
さ
く
ら
か
な
　
　
　
台
　
大
西
久
美
子

　
少
し
破
調
で
あ
る
が
却
っ
て
調
べ
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い

る
。
さ
く
ら
の
リ
フ
レ
イ
ン
は
無
駄
で
は
な
い
。

ク
ロ
ー
バ
ー
ノ
ー
ト
に
挿
む
佳
き
思
ひ
　
藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

江
の
島
へ
犬
が
人
引
く
桜
か
な
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

春
遅
遅
と
里
山
翳
り
照
り
か
げ
り
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

廃
校
の
日
と
な
る
別
れ
残
る
雪
　
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

手
み
や
げ
に
風
の
手
折
り
し
花
一
枝
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

場
所
取
り
の
酔
い
の
回
る
や
花
莚
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

咲
く
も
よ
し
春
雨
傘
に
散
る
も
よ
し
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

新
盆
や
母
の
写
真
に
眺
め
入
る
　
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

つ
る
し
び
な
集
う
友
ら
は
子
に
戻
り
　
　
　
山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

冬
薔
薇
た
っ
た
一
輪
佇
め
り
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
大
川
　
昭
子

流
鏑
馬
の
浜
を
駆
け
抜
け
風
光
る
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

ふ
ら
こ
こ
の
揺
れ
幅
柔
し
余
生
か
な
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

連
翹
や
リ
ボ
ン
の
如
く
枝
に
咲
き
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

　
５
月
11
日
15
時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。

　
２
千
回
以
上
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
世
界
の
ト
ッ
プ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
の
共
演
で
五
大
陸

を
ま
た
に
か
け
て
活
躍
、
受

賞
多
数
の
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
、
J
・
ハ

イ
ド
ン
／
ア
ン
ダ
ン
テ
と
変

奏
曲
、
C
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

／
６
つ
の
前
奏
曲
、F
・
シ
ョ

パ
ン
／
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
作
品
26

嬰
ハ
短
調
・
5
つ
の
マ
ズ
ル

カ
他
。
５
千
５
百
円
。

　
同
ホ
ー
ル
☎
０
４
６
６
・

22
・
２
７
２
１

ペ
ー
タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

ペーター・ヤブロンスキーさん

　5月25日 14時、逗子文化プラザ
なぎさホール。
　5年ぶり待望の来日をはたしたチェコ
フィルのトップ奏者3人と、染川真弓
さんのピアノで、ドヴォルザーク
ピアノ三重奏曲「ドゥムキー」、ピアノ
四重奏曲第2番他。
5000円、学生3500円。電子チケットteket
たらば書房、逗子プラザ、鎌倉芸術館
アトリエmayu☎ 080・6786・9199

チェコ ・ フィルハーモニー
弦楽三重奏団＆染川真弓

（
９
日
〜
６
月
９
日
）、
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
ラ
イ
ブ
（
11
・

12
・
25
・
26
日
）。
湘
南
藤

沢
活
性
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

☎
０
４
６
６
・
25
・
３
５
２
５

▼
青
空
ア
ー
ト
市

　
５
月
11
・
12
日
10
〜
17
時
。

屋
台
村
は
11
時
〜
。
森
山
神

社
境
内
と
一
色
会
館
。
葉
山

芸
術
祭
の
一
環
で
、
衣
類
、

工
芸
、
工
作
遊
び
な
ど
の
ク

ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
。

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
５
月

12
・
24
日
８
時
〜
14
時
半
。

雑
貨
･
衣
類
･
手
造
り
品
な

ど
約
20
店
。
▽
骨
董
市
11
日

７
時
半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
５
月
５
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
17
日
17
時
半
。
▽
ソ

ン
ベ
カ
フ
ェ
22
日
16
時
半
。
各

大
人
５
百
円
、
中
学
生
以
下

無
料
。
要
予
約
。
渡
邉
方
☎

０
９
０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

flatcafekam
akura@

gmail.com

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
５
月
12
日
10
〜
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。毎
月
第
２
日
曜
、

雨
天
開
催
。
※
献
品
受
付
衣

類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア
ジ
ア

寺
子
屋
支
援
未
使
用
切
手・
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど
も
。
鎌

倉
市
関
谷
３
８
７
―
13
鎌
倉

ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
小
倉
宛
。
☎

０
８
０
・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
バ
ラ
フ
ェ
ス
タ
15
・
23
日

13
時
半
バ
ラ
の
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
、
19
日
11
・
14
時
フ
ラ

ワ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
26
日
10

時
バ
ラ
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▼
草
野
啓
利
　
暮
ら
し
を
彩

る
ガ
ラ
ス
展

　
５
月
30
日
ま
で
鎌
倉
小
町

通
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂
。

花
器
、
鉢
、
皿
な
ど
百
点
。

☎
22
・
３
７
６
９

▼
北
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月

▽
２
０
２
４
蟬
丸
個
展
　
５

月
６
日
ま
で
。
蟬
丸
の
猫
の

陶
作
品
と
桜
板
絵
約
50
点
。

▽
後
藤
成
子
絵
画
展
　
19

日
〜
25
日
。

油
絵
と
ス

ケ
ッ
チ
で

計
約

30

点
。
☎
22
・

２
９
１
３

▼
熊
坂
兌
子
　
サ
ー
ル・シ
ュ

ワ
ル
ツ
作
品
展
　La vita

　
６
月
２
日
ま
で
藤
沢
市

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
藤
沢
ゆ

か
り
の
彫
刻
家
熊
坂
兌
子
夫

と
上
映
な
ど
か
ら
紐
解
く
。

２
百
円
、
鎌
倉
市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
ゴ
ー
ス
ト
バ

ス
タ
ー
ズ
」
５
月
３
日
10

時
半
、
６
日
14
時
／
「
ラ

ス
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ヒ
ー

ロ
ー
」
２
・
６
日
10
時
半
、

３
日
14
時
／
「
ス
ト
レ
ン

ジ
ャ
ー
・
ザ
ン
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

４
日
10
時
半
、
１
・
５
日
14
時

／
「
ア
メ
リ
」
１
・
５
日
10
時

半
、
２
・
４
日
14
時
／
「
黒
部
の

太
陽
」
21
・
23
・
25
・
28
日
13
時

／
「
新
幹
線
大
爆
破
」
24
・
29

日
10
時
半
、
22
・
26
日
14
時

／
「
蒲
田
行
進
曲
」
22
・
26
日

10
時
半
、24・29
日
14
時
。
千
円
。

▽
関
東
大
震
災
関
連
「
福
田

村
事
件
」
５
月
14
・
15
・
18

日
10
時
半
、
16
・
17
日
14
時
・

19
日
13
時
半
／「
金
子
文
子

と
朴
烈
」
17
・
19
日
10
時
半
。

15
日
14
時
／
「
キ
ャ
メ
ラ
を

持
っ
た
男
た
ち
〜
関
東
大
震

災
を
撮
る
」
16
日
10
時
半
、

14・18
日
14
時
。１
２
０
０
円
。

▽
旧
川
喜
多
別
邸
特
別
公
開

シ
ャ
ン
タ
ル
・
ス
ト
マ
ン

「Omecitta

（
オ
ウ
メ
チ
ッ
タ
）」

５
月
１
〜
５
日
。
パ
リ
の
写

真
家
シ
ャ
ン
タ
ル
が
制
作
し

た
映
画
の
黄
金
時
代
の
青
梅

の
写
真
と
映
像
作
品
。
２
百

円
。
☎
23
・
２
５
０
０

▼
生
き
も
の
を
愛
で
た
蓬
春

|
数
多
く
の
ス
ケ
ッ
チ
と
と
も
に

　
６
月
２
日
ま
で
山
口
蓬
春
記

念
館
。
日
本
画
作
品
、
ス
ケ
ッ

チ
・
模
写
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

示
、「
生
き
も
の
」
の
観
点
か
ら
そ

の
画
業
を
探
る
。
６
百
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
ピ
ア
ノ
奏そ
鳴な
曲た
in
鎌
倉
芸
術
館

　
６
月
１
日
13
時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
川
村
祥
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ョ
パ

ン
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
、
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
等
、
８
人
の
巨

匠
の
ピ
ア
ノ
奏そ

鳴な

曲た

の
名
曲

を
。
前
売
２
５
０
０
円
。

ス
パ
シ
ー
バ
☎
０
９
０
・

６
５
６
８
・
３
８
５
３

▼
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
ホ

ル
ン
四
重
奏
の
魅
力

　
６
月
１
日
13
時
・
15
時
半
、

藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
。
鎌
倉
出

身
の
若
手
ホ
ル
ン
奏
者
の
ホ
ル

ン
四
重
奏
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

魔
笛
序
曲
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
　
狩
の

ラ
ン
デ
ブ
ー
、
モ
リ
コ
ー
ネ

ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
他
。

３
千
円
、
学
生
２
千
円
。
湘
南

コ
ン
サ
ー
ト
の
会
☎
０
８
０
・

７
３
８
３
・
７
６
１
７

▼
春
の
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
　XIII

　
５
月
17
日
18
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
音

楽
ク
ラ
ブ
会
員
の
ピ
ア
ノ
、

チ
ェ
ロ
、
ソ
プ
ラ
ノ
な
ど
で

シ
ョ
パ
ン
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
ら

の
曲
を
。
会
員
の
演
奏
会
。

２
千
円
。
齊
藤
方
☎
０
８
０
・

６
３
８
２
・
９
４
１
０

▼
音
楽
が
流
れ
る
講
演
会
vol.
３ 

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
５
月
19
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
プ
ッ

チ
ー
ニ
ら
３
人
の
作
曲
家
の

曲
の
演
奏
（
村
田
望
さ
ん
）

と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
ら
５
人

の
画
家
に
つ
い
て
映
像
を
交

え
て
講
演
（
村
田
佳
代
子
さ

ん
）。
模
写
作
品
の
展
示
も
。

２
５
０
０
円
。
ス
タ
ジ
オ 

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
☎
０
９
０
・

２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼
吉
田
克
朗
展
「
も
の
に
、

風
景
に
、
世
界
に
触
れ
る
」

　
６
月
30
日
ま
で
県
立
近
代

美
術
館
葉
山
。
吉
田
克
朗
の
全

貌
に
迫
る
初
め
て
の
回
顧
展
。

１
２
０
０
円
。
☎
０
４
６
・

８
７
５
・
２
８
０
０

▼
清
方
え
が
く
、
華
や
ぐ
舞

台
|
芝
居
絵
を
中
心
に

　
５
月
22
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
芝
居
好
き
の

清
方
が
描
い
た
人
間
の
〝
情
〞。

４
５
０
円
。
☎
23
・
６
４
０
５

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
季
節
展
|

華
ひ
ら
い
て

　
５
月
19
日
ま
で
鎌
倉
文
華

館
鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
国

宝
級
の
宝
物
の
他
、
所
蔵
の

華
の
絵
画
を
展
示
。６
百
円
。

☎
55
・
９
０
３
０

▼
映
画
館
の
エ
ト
セ
ト
ラ

　
７
月
７
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
映
画
館
に
関

わ
る
資
料
を
取
り
上
げ
な

が
ら
、「
映
画
館
」
を
展
示

山
やま

田
だ

 雅
まさ

子
こ

 さん 

「鎌倉・食を学ぶ会in建長寺」

の発起人

●ペット紹介　写真・
紹介文と住所、氏名、
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カレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
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ハガキ１枚に３首（句）
まで。同じ面に住所、氏
名、☎を明記。１面題
字下住所の鎌倉朝日へ。
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●
優
雅
で
高
貴
な
姿

　
５
月
。
皐さ

つ
き月

。
晩
春
の
花

は
藤
。
万
葉
集
に
花
の
歌
は

多
彩
、
藤
は
７
番
目
に
多
く

数
え
ら
れ
、
藤
の
紫
色
は
冠

位
十
二
階
の
最
高
位
。

　
か
つ
て
大
化
改
新
の
立
役

者
・
中
臣
鎌
足
は
天
皇
か
ら

藤
原
姓
を
賜
っ
た
。
奈
良
三

山
の
麓
の
藤
が
見
事
な
里
の

出
身
に
依
る
と
か
。

　
後
に
一
条
天
皇
の
中
宮
に

な
っ
た
彰
子
の
邸
宅
に
も
藤

が
咲
き
誇
っ
て
い
た
。

　
こ
の
庭
で
の
藤
の
宴
を
紫

式
部
は
４
つ
の
巻
に
描
写
。

ま
た
当
時
、
京
都
で
の
葵
祭

り
の
牛
車
の
屋
根
飾
り
に
藤

の
花
と
葵
の
葉
を
使
用
。
行

列
を
一
層
、
豪
華
に
演
出
。

行
列
に
参
加
し
た
人
々
も
挿か

頭ざ
しに

し
、
樹
霊
と
の
交
流
の

象
徴
に
し
た
。

　
一
方
、江
戸
期
、藤
は
〝
花

の
華
〞
と
し
て
歌
舞
伎
に
豪

華
衣
裳
で
藤
娘
が
登
場
。
こ

の
藤
娘
は
滋
賀
県
・
大
津
を

通
る
旅
人
向
け
の
郷
土
土
産

「
大
津
絵
」
で
も
人
気
。

　
旅
の
護
符
と
し
て
の
役
割
を

佐
伯
　
仁

88

果
た
す
と
共
に
東
海
道
を
旅
す

る
人
々
に
旅
の
慰
め
も
提
供
。

　
さ
ら
に
見
逃
せ
な
い
の
は

藤
の
蔓
か
ら
繊
維
を
獲
り
布

に
織
り
、
網
に
し
た
知
恵
も

見
逃
せ
な
い
。

　
と
く
に
長
野
・
諏
訪
大
社
・

御お
ん

柱
ば
し
ら
祭ま
つ
りの
強
靭
な
曳
き
縄

に
も
藤
の
霊
力
が
窺
え
る
。

　
ま
た
藤
の
華
麗
さ
は
現
代
も

各
地
に
名
所
を
残
し
て
い
る
。

　
藤
波
の
　
花
は
盛
り
に
な

　
り
に
け
り
　
奈
良
の
都
を

　
思
ほ
す
や
君　

大お
お

伴と
も
の

四よ

綱つ
な

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

福
島
県
い
わ
き
市
の
寺
で
仏
像

を
修
復
し
た
と
こ
ろ
、
像
内
か

ら
多
数
の
古
文
書
が
見
つ
か
っ

た
。
多
く
は
鎌
倉
時
代
末
期
、

鎌
倉
在
住
の
老
尼
が
送
っ
た
手

紙
。
な
か
に
「
ひ
し
を
（
醤
＝

発
酵
調
味
料
）」
の
詳
し
い
作

り
方
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ

の
人
の
意
欲
を
か
き
立
て
、
伝

統
食
研
究
の
道
に
引
き
込
ん

だ
。

　
仏
教
史
を
研
究
し
て
い
た
姪

か
ら
古
文
書
の
話
を
聞
き
、「
再

現
で
き
る
の
で
は
」と
思
っ
た
。

材
料
を
そ
ろ
え
、
文
書
に
あ
っ

た
北
鎌
倉
の
瓜
ケ
谷
地
区
で
ヌ

ル
デ
の
葉
を
採
取
し
、
７
０
０

年
前
の
レ
シ
ピ
通
り
に
作
る

と
、
見
事
に
「
ひ
し
を
」
が
で

き
た
。「
歴
史
学
者
に
は
で
き

な
い
、
昔
の
食
べ
物
を
つ
く
っ

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
」。
そ

の
価
値
に
気
が
つ
い
た
。

　
こ
の
研
究
を
学
会
に
発
表
し

た
と
こ
ろ
、
人
を
介
し
て
建
長

寺
の
元
宗
務
総
長
・
高
井
正
俊

さ
ん
に
伝
わ
り
、「
食
を
学
ぶ

会
」
の
発
足
に
つ
な
が
っ
た
。

　
昨
年
11
月
に
始
め
、
５
月
14

日
が
７
回
目
。
現
在
の
鎌
倉
で

食
に
携
わ
る
多
彩
な
人
の
話

と
、
山
田
さ
ん
ら
の
歴
史
に
ま

つ
わ
る
話
の
２
部
構
成
が
基

本
。
２
月
に
は
、
建
長
寺
発
祥

の
け
ん
ち
ん
汁
を
実
際
に
作
っ

て
食
べ
る
企
画
を
し
た
と
こ

ろ
、約
１
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
４
月
は
「
頼
朝
と
食
べ
物

パ
ー
ト
２
」
と
し
て
矢
口
餅
な

ど
を
取
り
上
げ
た
。矢
口
餅
は
、

黒
、
赤
、
白
３
色
の
小
判
型
の

餅
を
重
ね
た
も
の
。
武
家
の
男

子
が
、
初
め
て
狩
り
で
獲
物
を

と
っ
た
こ
と
を
祝
う
儀
式
に
使

わ
れ
た
。
源
頼
朝
が
富
士
の
裾

野
で
催
し
た
巻
狩
で
、
嫡
子
の

頼
家
が
鹿
を
射
止
め
た
と
き
の

儀
式
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
で
も
再
現
さ
れ
た
。

「
高
井
さ
ん
に
は
講
座
を
『
し

ば
ら
く
や
ろ
う
』
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
話
は
、
あ
と
１
年
分

あ
る
か
な
」

　
埼
玉
県
川
越
市
の
織
物
を
つ

く
る
家
に
生
ま
れ
る
。
３
人
姉

妹
の
長
女
で
、
跡
取
り
娘
と
し

て
育
て
ら
れ
た
。
だ
が
、
ほ
か

の
こ
と
が
し
た
く
て
「
食
べ
物

関
係
な
ら
い
い
」
と
い
う
父
の

許
し
を
得
て
、
短
大
の
食
物
科

で
栄
養
士
の
資
格
を
取
っ
た
。

　
海
洋
科
学
研
究
者
の
山
田
稔

さ
ん
と
結
婚
し
、
鎌
倉
へ
。
自

宅
で
35
年
間
、「
北
鎌
倉
お
も

て
な
し
料
理
教
室
」
を
月
１

回
、開
い
て
き
た
。
稔
さ
ん
は
、

２
０
０
７
年
に
海
洋
研
究
開
発

機
構
を
退
職
し
、「
山
田
海
人
」

の
名
で
研
究
や
発
信
を
続
け

た
。
浜
辺
で
漂
着
物
を
さ
が
す

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
の
草
分
け

で
も
あ
る
。

　
自
身
は
鎌
倉
の
料
理
歳
時
記

を
書
き
、
自
宅
で
稔
さ
ん
と
パ

ソ
コ
ン
を
並
べ
て
調
べ
物
を
す

る
生
活
だ
っ
た
。
３
年
前
に
稔

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
を
機
に

料
理
教
室
を
や
め
、
伝
統
食
の

研
究
に
重
心
を
移
し
た
。

　
も
と
は
横
浜
の
生
糸
商
だ
っ

た
山
田
家
は
、
円
覚
寺
や
建
長

寺
の
管
長
だ
っ
た
釈
宗
演
と
の

つ
な
が
り
で
北
鎌
倉
に
別
荘
を

持
っ
た
。
大
正
時
代
か
ら
両
寺

の
修
行
僧
が
訪
れ
る
家
だ
っ

た
。
そ
の
家
に
、
今
は
長
女
の

家
族
と
２
世
帯
で
住
む
。76
歳
。

（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

藤
、
麗
し
く
咲
く

妻
の
彫
刻
・
版
画
な
ど
の
作

品
、
活
動
を
紹
介
。
無
料
。
☎

０
４
６
６
・
３
０
・
１
８
１
６

▼
第
四
回
鎌
倉
水
彩
画
塾
展

|
新
た
な
船
出

　
５
月
25
日
か
ら
鎌
倉
芸
術

館
。
10
〜
80
代
の
作
品
と
矢

野
元
晴
さ
ん
の
新
作
30
点

の
約
３
百
点
。
☎
０
８
０
・

６
５
７
８
・
９
２
９
０

▼
湘
南
高
校
創
立
１
０
０
周

年
記
念
湘
美
会
展

　
５
月
28
日
〜
６
月
２
日
藤

沢
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
湘
南

高
校
卒
業
生
の
絵
画
、写
真
、

彫
刻
な
ど
約
50
点
。

▼
グ
リ
ー
ン
シ
ネ
マ
か
ま
く
ら

　
５
月
17
・
18
・
26
・
27
日

「
ガ
ザ
・
サ
ー
フ
・
ク
ラ
ブ
」。

１
２
０
０
円
。
要
申
込
。
☎

０
５
０
・
１
８
０
８
・
５
５
９
５

▼
み
ら
い
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

藤
沢
２
０
２
４
　

　
５
月
３
日
湘
南
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
劇
団
か
か
し
座
影

絵
（
有
料
）。
ほ
か
４
日
八

部
公
園
、
５
日
少
年
の
森
、

６
日
秋
葉
台
公
園
で
体
験
イ

ベ
ン
ト
や
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店

な
ど
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
。

▼
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
５
億
人

達
成
記
念
！
　
こ
ど
も
の
日

こ
ど
も
無
料
デ
ー

　
５
月
５
日
、
配
布
時
間
８

〜
12
時
。
小
学
生
対
象
に
湘

南
モ
ノ
レ
ー
ル
各
駅
で
1
日

フ
リ
ー
き
っ
ぷ
を
進
呈
。
当

日
の
み
有
効
。
乗
り
降
り
自

由
。
☎
45
・
３
３
４
２

▼
第
42
回
砂
の
芸
術
祭

　
５
月
５
日
逗
子
海
岸
。
毎

年
ユ
ニ
ー
ク
な
砂
の
像
が

出
現
す
る
こ
ど
も
の
集

い
。
公
募
の
子
ど
も
と
大
人

の
グ
ル
ー
プ
40
組
が
参
加
。

逗
子
市
子
育
て
支
援
課
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
８
５
８
１

▼
江
の
島
国
際
芸
術
祭

　
５
月
31
日
ま
で
江
ノ
島
島

内
、
片
瀬
海
岸
エ
リ
ア
各
所
。

ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
光
ア
ー
ト
（
〜

６
日
）、
湘
南
ア
ー
ト
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
（
〜
12
日
）、「
春
歓
」

教
室
（
６
日
ま
で
に
申
込
）、

18
・
19
・
25
・
26
日
バ
ラ
の

夜
間
開
園

▽
南
米
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
５
日
11
・
14
時
。
▽
園

長
さ
ん
ぽ
12
日
10
時
頃
。
無

料
。
▽
Ａ
四
季
の
菊
作
り
夏

編
30
日
13
時
半
。
無
料
。
Ｂ

父
の
日
の
寄
せ
植
え
作
り
６

月
８
日
13
時
半
。千
５
百
円
。

Ａ
Ｂ
20
日
ま
で
に
申
込
。

　
入
園
料
４
百
円
。
☎
46
・

２
１
８
８

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
江
の
島
弁
財
天
へ
５
月

10
・
13
・
16
・
24
日
９
時
小

田
急
線
片
瀬
江
ノ
島
駅
改
札

出
口
集
合
。約
３
㎞
。７
百
円
。

▽
和
賀
江
島
か
ら
披
露
山
へ

５
月
17
・
20
・
27
・
30
日
９

時
半
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
西
口
時
計

台
広
場
集
合
。
約
６
・
５
㎞
。

５
百
円
。
▽
瀬
戸
神
社
か
ら

野
島
・
八
景
島
へ
５
月
29
・

31
日
９
時
半
京
急
金
沢
八
景

駅
橋
上
駅
改
札
口
前
広
場
集

合
。
約
５
㎞
。
５
百
円
。
☎

24
・
６
５
４
８

▼
第
56
回
慈
善
茶
会

　
５
月
18
日
８
時
半
。
鎌
倉

大
仏
殿
高
徳
院
。
裏
千
家
千

宗
史
若
宗
匠
献
茶
式
。本
席
、

淡
交
会
席
な
ど
。
1
万
５
千

円
。
鎌
倉
青
年
会
議
所
☎

25
・
５
５
３
８

▼
井
上
ユ
リ
文
化
講
演
会

「
遅
筆
中
の
井
上
ひ
さ
し
」

　
５
月
18
日
14
時
、
早
見
芸

術
学
園
鎌
倉
本
校
４
階
。
井

上
ひ
さ
し
さ
ん
の
執
筆
生

活
や
作
品
へ
の
思
い
を
妻

の
ユ
リ
さ
ん
が
語
る
。
千

５
百
円
。
鎌
倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ

☎
24
・
４
０
０
２

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

▽
山
の
手
入
れ
５
月
18
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。
▽
山

歩
き
19
日
９
時
、
山
ノ
内
公
会

堂
。
北
鎌
倉
の
景
観
を
後
世

に
伝
え
る
基
金
。
本
田
方
☎

０
９
０
・
６
５
０
２
・
２
４
７
０

▼
第
８
回
ボ
ー
ダ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
５
月
19
日
11
〜
16
時
、
由

比
ガ
浜
通
り
周
辺
の
参
加
店
。

益
田
方
☎
23
・
１
３
５
５

▼
第
21
回
大
船
ま
つ
り

　
５
月
19
日
９
〜
16
時
、
大

船
駅
東
口
周
辺
地
域
。パ
レ
ー

ド
、
ラ
イ
ブ
、
模
擬
店
な
ど
。

実
行
委
☎
44
・
４
５
２
０

▼
第
24
回
鎌
人
い
ち
場

　
５
月
19
日
９
〜
16
時
、
鎌

倉
海
浜
公
園
由
比
ガ
浜
地

区
。
食
品
や
小
物
の
販
売
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
模
擬
店

な
ど
。
宮
部
方
☎
０
８
０
・

４
３
３
２
・
９
９
２
７

▼
第
23
回
鎌
倉
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
４

　
５
月
25
・
26
日
由
比
ガ
浜

海
岸
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ラ
イ

ブ
、
模
擬
店
な
ど
。
実
行
委

☎
23
・
２
５
６
１
　
26
日「
鎌

倉
市
民
カ
ー
ニ
バ
ル
」
主
催

の
仮
装
パ
レ
ー
ド
も
。
11
時

鎌
倉
市
役
所
〜
会
場
ま
で
。

▼
初
夏
の
和
賀
江
島
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ

　
５
月
26
日
11
時
半
〜
12
時

半
、
和
賀
江
島
。
材
木
座

自
治
連
合
会
・
菅
野
方
☎

０
８
０
・
９
５
５
１
・
４
６
１
９

▼
ガ
ー
デ
ン
・
オ
ー
プ
ン
・

チ
ャ
リ
テ
ィ

　
５
月
25
・
26
日
10
〜
15
時
、

鎌
倉
市
栂
野
邸
。
５
０
０
円
。

☎
０
９
０
・
６
５
６
６
・
１
６
５
１

▼
朝
市

▽
腰
越
漁
協
５
月
２
・
16
日

10
時
〜
売
切
れ
次
第
終
了
。

腰
越
漁
協
み
な
と
ま
つ
り
12

日
９
時
、
腰
越
漁
協
事
務
所

前
。
☎
32
・
４
７
４
３

▽
鎌
倉
漁
協
５
月
５
日
10

時
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐

車
場
☎
22
・
３
４
０
３

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
特
別
企

画
「
姉
妹
都
市
足
利
市
を
訪

れ
る
」
５
月
６
日
。
▽
み
ど

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
11
日

朝
夷
奈
切
通
、
15
日
浄
光
明

寺
。
18
日
御
谷
山
林
。
25
日

十
二
所
果
樹
園
。
各
９
時
20

分
現
地
集
合
。
▽
お
話
サ
ロ

ン
25
日
14
時
半
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
☎
23
・

６
６
２
１

▼
逗
子
海
岸
花
火
大
会

　
５
月
30
日
19
時
半
、
逗
子

海
岸
。市
制
施
行
70
周
年
記
念
。

▼
避
難
訓
練
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
６
月
１
日
10
〜
12
時
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
津

波
に
備
え
る
学
び
と
実
践
。

　
５
月
23
日
10
時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

　
郊
外
の
住
宅
地

で
起
こ
る
行
き
違

い
を
描
く
ホ
ー
ム
コ

メ
デ
ィ
。
小
津
監
督

の
セ
ン
ス
が
光
る
。

１
９
５
９
年
作
品
。

　
千
円
。
鎌
倉
で

映
画
と
共
に
歩
む
会

藤
本
方
☎
０
８
０
・

５
０
５
５
・
３
９
３
５

小
津
安
二
郎
監
督「
お
早
よ
う
」上
映
会

５
月
22
日
は
「
映
画
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
日
」

「お早よう」©1958 松竹株式会社

　
５
月
12
日
14
時
、
逗
子
市

沼
間
の
か
わ
せ
み
ホ
ー
ル
。

　「
宝
塚
歌
劇
団
殿
堂
入
り

１
０
０
名
」
の
一
人
、
元
月

組
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
古
城
都
さ

ん
が
、
千
坪
の
庭
に
咲
き
誇

る
１
３
０
株
の
バ
ラ
を
バ
ッ

ク
に
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の

ピ
ア
ノ
演
奏
で
歌
う
。
５
月

の
バ
ラ
、
愛
の
讃
歌
、
オ
ー・

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
、
ろ
く
で
な

し
、
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
他
。

　
５
千
円
。
桐
ケ
谷
方
☎

０
４
６
・
８
７
１
・
３
２
６
２

か
わ
せ
み
ホ
ー
ル
３
周
年
記
念

元宝塚劇団月組トップスター
2014年宝塚歌劇団 100周年に殿堂入り

古
城 

都
　
バ
ラ
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

避
難
場
所
ま
で
歩
く
。
同
セ

ン
タ
ー
☎
25
・
２
０
３
０

▼
第
88
回
円
覚
寺
夏
期
講
座

　
５
月
31
日
〜
６
月
２
日
。

▽
午
前
横
田
南
嶺
管
長
の

「
信
心
銘
提
唱
」
の
あ
と
、

５
月
31
日
「
現
代
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
像
」
２
０
２
３
年

W　B　C
日
本
代
表
監
督
・
栗

山
英
樹
さ
ん
、６
月
１
日「
禅

の
語
録
を
よ
む
」
駒
沢
大
学

総
合
教
育
研
究
部
教
授
・
小

川
隆
さ
ん
、
２
日
「
生
と
死

の
統
合
社
会
に
向
け
て
」
帯

津
三
敬
病
院
名
誉
院
長
・
帯

津
良
一
さ
ん
▽
午
後
　
精
進

料
理
の
昼
食
、仏
殿
祈
祷
会
、

特
別
拝
観
、坐
禅
会
な
ど
。各

日
午
前
の
み
３
千
円
、一
日

１
万
３
千
円
。要
申
込
。☎

22
・
０
４
７
８

鎌田渓志さん 川村祥子さん

花藤

鎌倉市中央図書館 （３月分）
　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は３月に一般79冊、
児童書 34冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「『女の世界』－大正という時代」尾形明子著　
藤原書店▼「お金の不安がなくなる小さな習慣－心と
財布に余裕が生まれる 88 のヒント」有川真由美著毎
日新聞出版▼「つながらない覚悟」岸見一郎著　PHP
研究所（PHP新書）▼「敗者たちの平安王朝－皇位継
承の闇」倉本一宏著　KADOKAWA（角川ソフィア
文庫）▼「日本初の女性裁判所長三淵嘉子－『愛の裁
判所』を目指して」平凡社（別冊太陽）▼「投資のプ
ロが明かす私が 50 歳なら、こう増やす！」朝倉智也
著　幻冬舎（幻冬舎新書）▼「親が心配な人の見守り
テック－スマホでできるスマートホーム化の極意」和
田亜希子著　石玉サコイラスト　日経BP▼「神山－地
域再生の教科書」篠原匡著　ダイヤモンド社▼「名画
と建造物」中野京子著　KADOKAWA▼「美しい日本
の伝統色」濱田信義編著　中田昭写真パイインターナ
ショナル▼「関西フォークとその時代－声の対抗文化
と現代詩」瀬崎圭二著　青弓社▼「最強の身体能力－
プロが実践する脱力スキルの鍛え方」中野崇著　かん
き出版 ▼「入門山頭火」町田康著　春陽堂書店▼「紫
式部女房たちの宮廷生活」福家俊幸著　平凡社（平凡
社新書）▼「紫式部は今日も憂鬱－令和言葉で読む『紫
式部日記』」堀越英美著　紫式部著　山本淳子監修　

皆
さ
ん
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。
今
回
、
世
界
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
僅
か
５
％
と
言
わ
れ

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
イ
・
コ
ー

ヒ
ー
の
認
定
を
受
け
た
シ
ャ
ン

州
の
〝Amyayar W

omen ,s 
Coff ee Group 

〞（
地
元
女
性

の
地
位
向
上
と
自
立
・
自
律
を
目

指
す
グ
ル
ー
プ
）
が
生
産
し
た

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
埼
玉
の
「
ア
ク

セ
シ
ブ
ル
北
大
宮
」 （
障
が
い
者

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
施
設
）
が

ド
リ
ッ
プ
パ
ッ
ク
に
加
工
し
、

当
会
が
販
売
。
そ
の
売
り
上
げ

の
10
％
が
当
会
の
活
動
に
貢
献

で
き
る
と
い
う
三
方
善
し
の

Connected Coff ee

（
つ
な
が

る
コ
ー
ヒ
ー
） 

の
コ
ラ
ボ
商
品
を

完
成
し
、
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
シ
ャ
ン
州
で
女
性
の
地

位
向
上
の
た
め
に
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
を

自
分
た
ち
で
行
う
こ
と
で
収
入

が
増
え
、
子
ど
も
を
学
校
に
通

わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
経
済
的

な
自
立
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ

の
地
元
女
性
が
丁
寧
に
手
作
業

で
選
別
し
天
日
干
し
し
た
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
ビ
ー
ン
ズ
・
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
株
式
会
社
（
東
京
都
渋

き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
を
繋

ぐ
架
け
橋
の
役
目
を
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
我
々
は
こ
の
連

帯
事
業
で
彼
ら
の
月
収
を
５
万

円
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
は
当
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

パ
ー
ト
ナ
ー
の
高
橋
美
菜
子
さ

ん
が
描
き
ま
し
た
。

※
購
入
方
法
は
２
つ
あ

り
ま
す
。
A ReCoBel

さ

ん
か
ら
豆
や
コ
ー
ヒ
ー
の

ド
リ
ッ
プ
タ
イ
プ
の
製
品

を
購
入
。https://shop.

rocobel.com/ 

B
当
会
か

ら
味
が
異
な
る
コ
ー
ヒ
ー

４
個
セ
ッ
ト
を
千
円
で
購

入
。https://forms.gle/

DDRQvXcLmtjrVwQA6

郵
送
の
場
合
は
４
セ
ッ
ト

ま
で
３
７
０
円
の
レ
タ
ー
パ
ッ

ク
で
。ReCoBel

さ
ん
か
ら

谷
区
）
の
宮
崎
秀
敏
社
長
が
日

本
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で
輸

入
。
私
の
郷
里
・
埼
玉
県
で
ご

縁
の
あ
る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
北
大

宮
さ
ん
が
焙
煎
し
、
手
作
業
で

ド
リ
ッ
プ
パ
ッ
ク
に
加
工
し
て

い
ま
す
。
普
通
、
障
が
い
者
就

労
継
続
支
援
で
働
く
人
の
月
収

は
平
均
１
万
５
円
位
で
、
業

務
内
容
も

ア
マ
ゾ
ン

の
納
付
作

業
な
ど
人

と
の
関
わ

り
が
薄
い

業
務
が
中

心
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー

の
焙
煎
か

ら
手
作
業
で
ド
リ
ッ
プ
パ
ッ
ク

に
す
る
業
務
は
、
彼
ら
に
ミ
ャ

ン
マ
ー
と
い
う
国
を
感
じ
て
頂

地
元
女
性
の
自
立
・
障
害
者
の
就
労
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

支
援
活
動
に
つ
な
が
る
コ
ー
ヒ
ー
発
売

代
表
理
事

名
知
仁
子

購
入
し
て
販
売
す
る
た
め
A
よ

り
多
少
高
め
に
な
り
ま
す
。

と
も
に
売
り
上
げ
の
10
％

が
現
地
の
医
療
と
菜
園
の
学
校

の
文
房
具
な
ど
の
支
援
に
繋
が

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

い
た
だ
き
、ReCoBel

の
宮

崎
社
長
、
長
田
早
苗
様
、
ア
ク

セ
シ
ブ
ル
北
大
宮
の
山
村
豪
快

男
様
に
感
謝
し
ま
す
。
　

〝
誰
一
人
取
り
残
す
事
の
な

い
地
球
を
〞ミ
ャ
ン
マ
ー
産
コ
ー

ヒ
ー
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
事
務
局
　
東
京
都
荒
川
区
東

尾
久
８
―
41
―
23 

 

☎ 

F 

A 

X

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

Email:myanmarfcg.info@
gmail.com
HP:http://mfcg.or.jp/
FB:https://www.faceboo
k.com/mfcg.or.jp

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

洋
画
・
日
本
画
・
版
画
ほ
か

美
術
品
の
買
取

致
し
ま
す

（53）


